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研究の概要 

木材細胞壁中のリグニン・糖結合体（LCC）の新規分離法や頻度の少ないリグニン・糖間結合

（LC 結合）を濃縮する手法を独自に開発するとともに、リグニン骨格に特異的なベンジルエーテ

ルやエステル切断法を LC 結合の選択分解に初めて応用し、リグニン、糖残基双方の結合位置を

明らかにした。開発したグルコマンナン・リグニン結合体の単離法と LC 結合の濃縮法を利用し、

遠隔相関 NMR 法等を用いて、αエーテル型 LC 結合の存在を証明した。また、マイクロ波リグ

ニン分解反応を応用し、機能性高分子原料や抗ウイルス剤、新規バイオエタノール生産プロセス

などを多数開発した。また、白色腐朽菌の選択的リグニン分解等利用したバイオ燃料等の生産法

を報告するとともに、水酸化ラジカル（·OH）の生成を強力に抑制する新規代謝物を見出した。 

 

1.リグニン・多糖間の結合点濃縮法の開発と構造解析 

植物細胞壁中でヘミセルロースはリグニンと共有結合で結合し、LCC を形成する。リグニン・

多糖間結合は、1866 年の Erdmann の報告以降、結合の存在が示唆されてきたが、明確な証拠が

無かった。リグニン・多糖間結合の解析には、結合点の濃縮が大きな鍵となる。例えば、分子量

1 万のリグニンと分子量 1 万の多糖が１か所でつながると LCC を形成するが、その結合点解析に

は、分子量 2 万の複合高分子中のわずか 1 か所の結合を同定することが必要となる。そこで、LC

結合濃縮のため、グルコマンナンにリグニンがペンダント状に結合する中性 LCC の簡便な調製法

と 1、LCC の酵素分解物からポリビニルゲルを用いる LCC フラグメントの分離・濃縮法を開発し

た 2。この濃縮法を用い、リグニン骨格に特異的なαエーテル結合切断法である DDQ 酸化と中性

メチル化を用いて、グルコマンナンがヘキソースの 6 位でリグニンのα位に優位に結合すること

等を示した 2。これは、リグニン骨格に特異性のある反応によるリグニンと糖残基双方の結合点を

解析した最初の報告である。また、人工 LCC を同じ手法で分析し、結合点を明らかにした。さら

に、DDQ 酸化をリグニン・グルクロノキシラン間エステル結合の証明と定量に発展させた 3,4。



開発したリグニン・グルコマンナン結合体分離法と LCC フラグメント濃縮法を、遠隔相関 NMR

と組み合わせ、グルコマンナンのマンノース 6 位とリグニンα位のエーテル結合を西村博士、片

平教授らと証明した 5。LCC 研究を総括した最初の英文書籍を、恩師の越島教授と出版した 6。 

 

2. リグニンの低分子化触媒反応の開発と機能性分子への変換 

スギ材から、バニリンとバニリン酸をリグニン重量当たり 30%の合計収率で生成するマイクロ

波分解法を開発し 7、マイクロ波効果を精密解析した。リグニンのアシドリシスで生成するエノー

ルエーテルをメタノールでアセタール化により安定化して選択分解するマイクロ波ソルボリシス

法を開発し 8、高機能エポキシ樹脂原料を合成した。サトウキビバガス 9やブナ材のマイクロ波反

応により、高い抗ウイルス活性をもつが細胞毒性が極めて低いリグニンや LCC を生産した。 

 

3. リグニンと多糖間ネットワークの化学的及び生物的解体と応用 

リグニン分解の分子ツールとなるリグニン結合性ペプチドを初めて見出すとともに 10、リグニ

ンとセルラーゼ CBM 間の結合を分子レベルで包括的に精密解析した 11。糖化残滓リグニンを発

酵阻害物質の吸着体とするバイオエタノール生産プロセスを開発した 12。マイクロ波反応や選択

的白色腐朽菌前処理によりバイオエタノールやメタン、反芻家畜飼料を生産するとともに、選択

的白色腐朽菌の脂質過酸化のラジカル連鎖反応機構を明らかにした。また、Fe3+の還元阻害によ

り·OH の生成を抑制してセルロースの損傷を防ぐ新規鍵代謝物 ceriporic acid を見出した。13 
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